
【⾼校英⽂法】 仮定法（1） 
 

●仮定法（1）のポイント 

▼１ 過去形のネイティヴ感覚を知る！ 

▼２ 仮定法とは現実離れした「妄想の世界」 

▼３ 仮定法未来 

▼４ 仮定法の倒置 

 

▼１ 過去形のネイティヴ感覚を知る！                                              

 

 

過去形＝    形  
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a. Could you tell me how to get to the station? 

  「駅までの道を教えてくれませんか。」 

b. Did you need any help? 

  「何かお困りでしょうか。」 

c. He would be kind.  

  「彼は親切だと思うんだけどなぁ。」 

d. It might be true.  

  「それは本当かもしれない。」 



▼２ 仮定法とは現実離れした「妄想の世界」                            

 

〈イメージ〉 

 

 

 

 

 

●仮定法の基本パターン 

１ 仮定法過去 

   If S 過去形, S would 原形       ←過去形だが、現在形として訳す 

 

２ 仮定法過去完了 

   If S had p.p., S would have p.p.     ←過去完了だが、過去形として訳す 

 

３ 混合⽂（「仮定法過去完了」＋「仮定法過去」） 

   If S had p.p., S would 原形 

 

※	 would は could/might/should でも可 

 

1-1. I would go if I were asked. 

「誘われたらいくけど。（でも誘われないだろうなぁ。）」 

 

1-2. If I were you, I wouldn’t tell him the truth.  

「もし私があんたやったら、彼に本当のことは⾔わへんわ。」 

 

2-1.  If I had not been sick, I would have enjoyed the summer festival with my girlfriend. 

   「もし病気じゃなかったら、 彼⼥と夏祭りを楽しめたのにな。」 

 

2-2.  I could have got good marks if I had studied harder. 

   「もっと勉強していたら、いい点数取れていたのになぁ。」 

 

3-1.  We wouldn’t be lost now if we had looked at the map.  

   「もし地図を⾒ていたら、今ごろは迷わなかったろうに。」 

  

 

仮定法では主語の⼈称や数に 

関係なく be 動詞は were を使う！ 

（ただし⼝語では was もある） 



▼３ 仮定法未来                                               

 

●仮定法未来の種類 

① If S should 原形, S would 原形 / 命令形 

  ☆ 基本ありえないこと（でも 1%はありえるかな〜、くらい）。 

 

② If S were to 原形, S would 原形 

  ☆ （実現可能性に関係なしに）完全に妄想の世界で語る。 

 

※	 would は could/might/should でも可 

 

If you should change your mind, call me back soon.  

 「もし君の考えが変わるようなことがあれば、すぐ私に電話し直してくれ。」 

 

If he were to fail, he would try again.  

 「万⼀失敗したら、彼はまたやるだろう。」 

 

▼４ 仮定法の倒置                                              

☆ 「倒置する」、ということは不⾃然さを演出する！ 

 

●仮定法の倒置 

仮定法の if は省略可能。ただし倒置（疑問⽂の語順）になる。 

※	 倒置できるのは 「Were」 「Had」 「Should」のみ。 

 

●倒置の透視図 

①仮定法過去                 ②仮定法過去完了 

If S were 〜, S would 原形          If S had p.p., S would have 原形 

Were S 〜, S would 原形           Had S p.p., S would have p.p. 

 

③仮定法未来 

If S should 原形, S would 原形 / 命令形    If S were to 原形, S would 原形 

Should S 原形, S would 原形 / 命令形     Were S to 原形, S would 原形 



【⾼校英⽂法】 仮定法（2） 
 

●仮定法（2）のポイント 

▼１ if なし仮定法 

▼２ 仮定法の慣⽤表現 

 

☆仮定法の⽬印は if ではなく、＿＿＿＿＿＿！ ←ありえへんくらい重要！！！！！！！！！！！！！！！ 

 

▼１ if なし仮定法                                                    

 

●よく出てくる if なし仮定法の表現 

① without ≒ but for 「〜がなければ」     ② otherwise S V 「そうでないなら」 

  ↔ ︎ with 「〜があれば」 

③ to 不定詞, S V（分詞構⽂の場合も）     ④ 主語+would /could / might・副詞句, S V 

 

a. Without the accident, she could have been an excellent golf player. 

「その事故がなかったら、素晴らしいゴルフ選⼿になれたやろうな。」 

 

b. But for air, no one could live. 

「空気がなかったら、誰も⽣きられへんやろな。」 

 

c. With time, I would have got[gotten] full marks. 

「時間があったら、満点を取れたのに。」 

 

d. We stopped talking; otherwise our teacher would have scolded us.  

「俺たち喋るのをやめてん。じゃなかったら先⽣が俺たちを叱ってたやろな。」 

 

e. To hear her speak Japanese, you would take her for a Japanese. 

「彼⼥が⽇本語を話すのを聞けば、⽇本⼈やと思うやろうな。」 

 

f. An excellent doctor would cure the serious disease.  

「腕のある医者ならその難病を治すだろう。」 

 

 

 



▼２ 仮定法の慣⽤表現                                            

 

●慣⽤表現まとめ      

① wish 〜 / if only 〜 / I’d rather 〜               「〜ならなぁ」 

② without → if it were not for 〜   ＝ Were it not for 〜    「今〜がなければ」 

      → if it had not been for 〜 ＝ Had it not been for 〜  「あの時〜がなかったら」 

③ it is time S 過去形                         「もう〜する時間だ」 

④ as if 〜                              「まるで〜」 

 

❶ wish の表現 

☆	 hope と wish の違いを明確に！    ・hope = ＿＿＿＿＿＿＿＿＿願望 

                     ・wish = ＿＿＿＿＿＿＿＿＿願望 

 

a. I wish I knew his LINE.  

「彼のラインを知っていたらなぁ。」 

 

b. I wish I had told her the truth at that time.  

「あの時本当のことを彼⼥に伝えていたらなぁ。」 

 

c. If only he were here. 

「彼がここにいたらなぁ。」 

 

 

❷ without の表現 

 

●without のバリエーション 

without ≒ but for  

仮定法過去（現在のこと）   → if it were not for 〜   「今〜がなければ」 

仮定法過去完了（過去のこと） → if it had not been for 〜 「あの時〜がなかったら」 

 

a. If it were not for i-Phone, our life would be boring.  

  「もし i-Phone がなかったら、⼈⽣はおもんなかったやろうな。」 

 

b. If it had not been for my seat belt, I would have been killed.  

「もしシートベルトがなかったら、死んでいたところだ。」 



❸ it is time S 過去形 

☆	 「もう〜する時間だ」ということは「本当は違うけど、本来なら今は〜する時間だ」 

  という意味だから仮定法を使う！ 

☆	 time に「about」や「high」がつくことが多い！ 

 

a. It’s past midnight. It’s high time the children went to bed.  

「もう 12 時過ぎたよ。⼦供はとっくに寝る時間だ。」 

 

b. It’s about time you apologized to her what you did.  

「そろそろ彼⼥にしたことを謝ってもいい頃だよ。」 

 

 

❹ as if 〜  

 

●as if 〜 のパターン 

ⅰ. S V1 as if s v2（過去形）  

ⅱ. S V1 as if s v2（had + p.p.）   

ⅲ. S V1 as if s v2（現在形）     

 

a. I feel as if I were dreaming. 

「まるで夢を⾒ているかのように感じる。」 

 

b. You look as if you had seen a ghost.  

「まるで幽霊でも⾒たかのような顔⾊やな。」  

 

c. She looks as if she is getting better.  

「彼⼥は具合が良くなってきているように⾒える。」 

 

 

●as if のバリエーション 

ⅰ. as if to 原形   「まるで〜するように」 

ⅱ. as … as if 〜 「まるで〜するのと同じように」 

ⅲ. as if 〜 = as though 

 


